
　まず、UFL-M150 ZM80レンズに合わせて、

PowerShot S95の光学ズームを35mmフィル

ム換算で80mmに最も近い85mmに設定しま

す。「RING FUNC.ボタン」と「コントローラー

リング」を使ってズームを合わせると、液晶モニ

ターに「85mm」と表示されるので、確実に合

わせられます。

　水中虫の目レンズとしての特性を最大に活

かしながらシャープな画を撮るには、できる限

り被写界深度を稼がなくてはなりません。そこ

で、必然的にPowerShot S95の最大絞り数値

のF8.0で撮影することが前提となります。

　絞り数値をF8.0に固定しながら、被写体の

背景を明るく写すには、海の明るさに合わせ

てシャッタースピードを調整する必要がありま

す。ところが、暗い海では、シャッタースピード

が極端に遅く（1/8や1/4）なることがありま

す。遅いシャッタースピードは、被写体によって

はブレが発生するケースもあるので、シャッタ

ースピードは1/30秒より速くすることが望まし

いでしょう。絞り数値とシャッタースピードを固

定するので、撮影モードはM（マニュアル）モー

ドが便利です。

　シャッタースピードを1/30にしても、背景の

海が暗くなる場合は、ISO感度を上げて撮影し

ます。「FUNC./SETボタン」と「◀▶ボタン」

で設定します。ISO感度を上げすぎると、ノイ

ズが発生して画質が低下しますので、できれば

ISO100から400の間で撮影しましょう。

　これらの基本設定を済ませたあとは、カスタ

ム登録しておくと、モードダイヤルを「C」にあわ

せるだけで、便利に設定を呼び出せます。シャ

ッタースピードやISO感度を変えながら撮影し

たい場合でも、Cモードを選んでから微調整し

ながら撮影できます。

　液晶モニターで露出を確認するには、液晶の

明るさを５段階のうち「２」に設定した方が良

いでしょう。初期設定の中央では、カメラの液

晶モニターでは適正露出に見えても、パソコン

のモニターでは暗く表示されます。
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S95のカメラ設定
・ズーム位置は85mm
・マニュアル露出で、絞り数値はF8.0、シャッ

タースピードは1/30より速く
・ISO感度は100～400
・AFフレームサイズ「小」 キヤノン社ウォータープルーフケース「WP-

DC38」に、イノン「28LDマウントベース・
DC38」、「M27-LDマウント変換リング for 
UFL-M150 ZM80」、「水中マイクロ魚眼レ
ンズUFL-M150 ZM80」を装着

背景の明るさはISO感度で調整
Point
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S95の操作は「カメラユーザーガイド」の下記ページを参照ください

焦点距離を指定して撮る（ステップズーム）……P57

シャッタースピードと絞り数値を決めて撮る……P100

コントローラーリングで設定する……P101

ISO感度を変える……P80

撮影の設定を登録する……P108

画面の明るさを変える……P49

「RING FUNC.
ボタン」と「コント
ローラーリング」
で、ズーム倍率、
絞り数値、シャッ
タースピードを設
定する

光学ズームを35mm換
算で「85mm」の位置に
固定する

「 F U N C . /
SET ボタン 」
を押して ISO
を選び、◀▶
ボタンで ISO
感度を設定

DATA：マニュアルモード（絞り
数値F8.0、シャッタースピード
1/40、ISO感度200）、ストロ
ボ INON S-2000×2灯

小さな魚の目線で水中世界を表現できる「水中マイクロ魚眼レンズ」。
キヤノンS95に組み合わせて撮影する時のテクニックを、
プロの写真家に教えていただこう。



　PowerShot S95をM（マニュアル）モードに

して撮影した場合、内蔵フラッシュも1回発光

のマニュアルとなり、INONストロボのS-TTL

機能は使用できなくなります。そこでS-2000ス

トロボのアドバンスドキャンセル回路スイッチ

に磁石を入れて、マニュアル発光が使えるよう

にします。

　レンズのすぐ前に被写体がある場合、レンズ

と被写体との隙間がほとんど無くなり、レンズ

やマウントベースがストロボ光を遮って、被写

体にうまく光が当たらない場合があります。そ

こで、レンズと被写体との隙間に光が通るよう

に、ストロボの位置をレンズの真横に近いやや

斜め後ろにしましょう。ただし、レンズ前面より

前にストロボの発光部が出た場合、レンズの内

側を通り画面の反対側に光が映りこむことが

あります。ストロボの光がレンズに直接当らな

い、ギリギリ真横の角度からストロボを照射す

る必要があります。また、光が自然な感じで全

体に周るよう、ストロボは2灯以上のほうが良

いでしょう。ストロボを斜め上や真上から当て

ると、レンズの下側に不自然な影が出来る場合

があります。ストロボはレンズの真横から2灯で

発光させるのが良いでしょう。

　浮遊物の多い海況では、できるだけ長いアー

ムを使ってストロボの発光位置を遠くし、全体

的にうっすらと光を当てるのが、周辺の浮遊物

を写し込みにくくさせる方法のひとつです。浮

遊物の少ない条件なら、アームを短くしてスト

ロボを近くでたいても影響は出にくいと思われ

ます。

　レンズを取り囲むように乳白のプラ板を取り

付けて、その後ろからストロボを発光させる方

法なら、擬似的にリングライト的な光まわしも

可能です。このようなカスタムメイドも、このレ

ンズの楽しみ方のひとつでしょう。

レンズに遮られないよう、またレンズに
直接光が入らないよう、レンズの横やや
斜め後ろからストロボを照射する

　UFL-M150 ZM80 レンズは、被写体に極

力近づいて、小さな被写体を画面一杯に写し

込む、いわゆる「虫の目レンズ撮影」を楽しむ

レンズです。レンズ前数 mm ～数 cm の距離

にいる被写体に、より正確にピントを合わせる

ため、AF（オートフォーカス）フレームモード

を変更しましょう。

　MENU ボタンを押して、AF フレームを「中

央」、AF フレームサイズを「小」に設定します。

ピントを合わせる位置が中央 1 点に固定され、

魚の目などに確実にピント合わせができます。

AF設定でピントの精度を上げる
Point
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ストロボはレンズの真横やや斜め後方から
Point

3

スヌートセットのラバーフード
をストロボに装着すると、スト
ロボの周りに拡散する余分な
光をカットできる

自作の拡散板をレンズの周りに装着すれば、光量は若干落ちるが、全
体に光を回すことができる

「水中マイクロ魚眼レンズ」撮影のマナー
UFL-M150 ZM80は、被写体に極力近づいて撮影することで、周囲の環境と一緒に小さな被写
体を画面いっぱいに写し込む、いわゆる「虫の目レンズ」の効果が得られます。生物に強引に迫っ
たり、レンズを接触させたり、撮影に熱中するあまり周囲の海藻やサンゴにダメージを与えたりし
ないよう、充分配慮して撮影してください。自分自身が小さな生物の目線になって、被写体の特性
や環境を観察することが、このレンズを使いこなす第一歩です。
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S95の操作は「カメラユーザーガイド」の下記ページを参照ください
AFフレームモードを変える……P88

AFフレームを「中央」、AFフレ
ームサイズを「小」に設定する

DATA：マニュアルモード（絞り
数値F8.0、シャッタースピード
1/40、ISO感度200）、ストロ
ボ INON S-2000×2灯


